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(57)【要約】
【課題】ファン室の圧力損失によりファンの能力が低下
する。
【解決手段】本発明の空気調和機は、空気流入口と空気
流出口とが設けられたケーシングを備え、　ケーシング
内は、空気流入口が形成された流入側空間と、空気流出
口が形成され、ファンが配置されたファン室と、流入側
空間とファン室との間に配置され、熱交換器が配置され
た熱交換室とに仕切られており、ファン室には、ファン
から空気流出口に向かう通路を複数の通路に仕切る仕切
り部材が配置される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気流入口と空気流出口とが設けられたケーシングを備え、
　前記ケーシング内は、
　前記空気流入口が形成された流入側空間と、
　前記空気流出口が形成され、ファンが配置されたファン室と、
　前記流入側空間と前記ファン室との間に配置され、熱交換器が配置された熱交換室とに
仕切られており、
　前記ファン室には、前記ファンから前記空気流出口に向かう通路を複数の通路に仕切る
仕切り部材が配置されることを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記仕切り部材が、消音材で形成されることを特徴とする請求項１に記載の空気調和機
。
【請求項３】
　前記空気流出口が前記ファン室の上面に形成され、
　前記仕切り部材が、前記ファンの上方に配置されたことを特徴とする請求項１または２
に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記空気流出口が前記ファン室の上面に形成され、
　前記仕切り部材が、前記ファンの側方に配置されたことを特徴とする請求項１－３のい
ずれかに記載の空気調和機。
【請求項５】
　前記ファンは、その径方向外側に向かって風を吹き出すプラグファンであって、
　前記仕切り部材が、前記ファン室内において、前記ファンから前記空気流出口に向かう
通路を、前記ファンの吸い込み面に垂直に配置された複数の通路に仕切ることを特徴とす
る請求項１－４のいずれかに記載の空気調和機。
【請求項６】
　前記ファン室において、前記ファンを水平方向に偏心させて配置したことを特徴とする
請求項５に記載の空気調和機。
【請求項７】
　前記複数の通路の幅は、水平方向について、前記ファンの偏心方向側から偏心方向反対
側に近づくにつれて広くなることを特徴とする請求項６に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばファンが配置されたファン室を備えた空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１に記載されているように、プラグファンが配置されたファン室を備え
た空気調和機がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１５６１８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の空気調和機において、ファン室内は、乱流域であって、圧力損失が大きく、ファ
ンの能力が低下する問題がある。
【０００５】
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　そこで、この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、ファン室の圧
力損失によってファンの能力が低下するのを防止できる空気調和機を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　従来、空気調和機のファン室と室内を接続する接続配管内に、スプリッタ構造を有した
サイレンサを配置することにより消音効果が得られることが知られている。空気調和機と
室内を接続する接続配管内は、空気調和機から室内に向かう方向に空気が流れていること
から、層流域となっている。このように、空気調和機のファン室の外部において、スプリ
ッタ構造を有したサイレンサを層流域に配置した場合、消音効果が得られるが、圧力損失
が非常に大きくなる問題があった。本発明者は、空気調和機のファン室内の圧力損失を低
減させる方法の検討を重ねた結果、ファン室内の乱流域にスプリッタ構造を配置した場合
（ファンから空気流出口に向かう通路を複数の通路に仕切った場合）、整流効果が得られ
、圧力損失が低下することを見出した。
【０００７】
　第１の発明に係る空気調和機は、空気流入口と空気流出口とが設けられたケーシングを
備え、　前記ケーシング内は、前記空気流入口が形成された流入側空間と、前記空気流出
口が形成され、ファンが配置されたファン室と、前記流入側空間と前記ファン室との間に
配置され、熱交換器が配置された熱交換室とに仕切られており、前記ファン室には、前記
ファンから前記空気流出口に向かう通路を複数の通路に仕切る仕切り部材が配置されるこ
とを特徴とする。
【０００８】
　この空気調和機では、ファンから空気流出口に向かう通路を複数の通路に仕切る仕切り
部材がファン室に配置されていることから、ファンから吹き出された空気が複数の通路の
それぞれに分岐し空気流出口に流れる。したがって、ファンから吹き出された空気流が整
流されることから、ファン室内での圧力損失が低減する。よって、ファン室での圧力損失
が大きいことによりファンの能力が低下するのを防止できる。
【０００９】
　第２の発明に係る空気調和機は、第１の発明において、前記仕切り部材が、消音材で形
成されることを特徴とする。
【００１０】
　この空気調和機では、ファン室に配置された仕切り部材が消音材で形成されていること
から、ファンから吹き出された空気が空気流出口に流れるときの音を低減できる。
【００１１】
　第３の発明に係る空気調和機は、第１または第２の発明において、前記空気流出口が前
記ファン室の上面に形成され、前記仕切り部材が、前記ファンの上方に配置されたことを
特徴とする。
【００１２】
　この空気調和機では、ファンと空気流出口と間の距離が長いことから仕切り部材での整
流効果が大きい。
【００１３】
　第４の発明に係る空気調和機は、第１－第３の発明のいずれかにおいて、前記空気流出
口が前記ファン室の上面に形成され、前記仕切り部材が、前記ファンの側方に配置された
ことを特徴とする。
【００１４】
　この空気調和機では、空気を側方に吹き出すファンが使用された場合、ファンから側方
に吹き出された空気が仕切り部材によって整流されることから、仕切り部材での整流効果
が大きい。
【００１５】
　第５の発明に係る空気調和機は、第１－第４の発明のいずれかにおいて、前記ファンは
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、その径方向外側に向かって風を吹き出すプラグファンであって、前記仕切り部材が、前
記ファン室内において、前記ファンから前記空気流出口に向かう通路を、前記ファンの吸
い込み面に垂直に配置された複数の通路に仕切ることを特徴とする。
【００１６】
　この空気調和機では、ファン室内の等風速線は概ねファンの吸込み面に対し垂直であり
、それに沿って仕切り部材を配置することにより、ファンから側方に吹き出された空気が
仕切り部材によって整流されることから、仕切り部材での整流効果が大きい。
【００１７】
　第６の発明にかかる空気調和機は、第５の発明において、前記ファン室において、前記
ファンを水平方向に偏心させて配置したことを特徴とする。
【００１８】
　この空気調和機では、ファンの側方の空間が大きいことから、仕切り部材の面積を大き
くでき、より大きい整流効果が得られる。
【００１９】
　第７の発明に係る空気調和機は、第６の発明において、前記複数の通路の幅は、水平方
向について、前記ファンの偏心方向側から偏心方向反対側に近づくにつれて広くなること
を特徴とする。
【００２０】
　この空気調和機では、複数の通路をファンから空気流出口に向かって流れる風量が均等
化され、ファン室内での圧力損失を低減できる。
【発明の効果】
【００２１】
　第１の発明では、ファンから空気流出口に向かう通路を複数の通路に仕切る仕切り部材
がファン室に配置されていることから、ファンから吹き出された空気が複数の通路のそれ
ぞれに分岐し空気流出口に流れる。したがって、ファンから吹き出された空気流が整流さ
れることから、ファン室内での圧力損失が低減する。よって、ファン室での圧力損失が大
きいことによりファンの能力が低下するのを防止できる。
　第２の発明では、ファン室に配置された仕切り部材が消音材で形成されていることから
、ファンから吹き出された空気が空気流出口に流れるときの音を低減できる。
　第３の発明では、ファンと空気流出口と間の距離が長いことから仕切り部材での整流効
果が大きい。
　第４の発明では、空気を側方に吹き出すファンが使用された場合、ファンから側方に吹
き出された空気が仕切り部材によって整流されることから、仕切り部材での整流効果が大
きい。
第５の発明では、ファン室内の等風速線は概ねファンの吸込み面に対し垂直であり、それ
に沿って仕切り部材を配置することにより、ファンから側方に吹き出された空気が仕切り
部材によって整流されることから、仕切り部材での整流効果が大きい。
第６の発明では、ファンの側方の空間が大きいことから、仕切り部材の面積を大きくでき
、より大きい整流効果が得られる。
　第７の発明では、複数の通路をファンから空気流出口に向かって流れる風量が均等化さ
れ、ファン室内での圧力損失を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１実施形態に係る空気調和機を正面から見た斜視図。
【図２】図１の空気調和機を正面から見た内部構造を示す斜視図。
【図３】図１の空気調和機を背面から見た内部構造を示す斜視図。
【図４】図１の空気調和機の仕切り部材の斜視図、平面図、断面図。
【図５】図１の空気調和機のファン室の内部構造の斜視図、側面図。
【図６】本発明の第２実施形態に係る空気調和機の仕切り部材の斜視図、平面図、断面図
。
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【図７】図６の空気調和機のファン室の内部構造の斜視図、側面図。
【図８】本発明の第３実施形態に係る空気調和機の仕切り部材の斜視図、平面図、断面図
。
【図９】本発明の第４実施形態に係る空気調和機の仕切り部材の斜視図、平面図、断面図
。
【図１０】本発明の第５実施形態に係る空気調和機の仕切り部材の斜視図、平面図、断面
図。
【図１１】本発明の第６実施形態に係る空気調和機の仕切り部材の斜視図、平面図、断面
図。
【図１２】図１１の空気調和機のファン室の内部構造の斜視図、側面図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施形態を添付図面に従って説明する。
【００２４】
（第１実施形態）
　本実施形態の空気調和機１は、図１に示すように、流入口２０および還気口２１からケ
ーシング２内に空気を取り込み、温度調整された空気を流出口２２から室内に供給する。
空気調和機１は、図２および図３に示すように、ケーシング２と、ケーシング２の内部に
設けられた、エアフィルタ３と、冷水コイル４と、温水コイル５と、加湿器６と、送風フ
ァン７とを備えた所謂エアハンドリングユニットを構成している。
【００２５】
　ケーシング２は、箱状に組み立てられた複数の外壁パネル３０～３５を有している。本
実施形態では、前面（図１の手前側の鉛直面）が、前面パネル３０によって構成され、背
面（図１の背面側の鉛直面）が背面パネル３１によって構成されている。本実施形態では
、前面パネル３０には、上下方向に延びる前面開口４１と、前面開口４１を開閉可能に構
成された前面扉４２とが設けられている。
【００２６】
　また、左側面（図１の左側の鉛直面）が左面パネル３２によって構成され、右側面（図
１の右側の鉛直面）が右面パネル３３によって構成されている。上面が上面パネル３４に
よって構成され、下面が土台３５によって構成されている。
【００２７】
　上面パネル３４には、空気の流入口（空気流入口）２０と還気口２１（空気流入口）と
流出口（空気流出口）２２とが形成されている。流入口２０は右面パネル３３側に設けら
れ、図示しない室外に連通するダクトが接続されている。還気口２１は流入口２０に隣接
して設けられ、図示しない室内に連通するダクトが接続されている。
【００２８】
　左面パネル３２側には、流出口２２が形成され、図示しない室内に連通するダクトが接
続されている。これにより、外気がダクト及び流入口２０を介し、室内の空気がダクト及
び還気口２１を介してケーシング２の内部に流入し、温度や湿度が調節された後、流出口
２２及びダクトを介して室内に供給される。
【００２９】
　 図２および図３に示すように、ケーシング２の内部には、流入口２０側の右面パネル
３３から流出口２２側の左面パネル３２に向かって、エアフィルタ３、冷水コイル４、温
水コイル５、加湿器６及び送風ファン７が順に設置されている。
【００３０】
　エアフィルタ３と冷水コイル４との間には、第１仕切板１６が設けられている。加湿器
６と送風ファン７との間には、第２仕切板１７が設けられている。各仕切板１６,１７に
よって、ケーシング２の内部空間は、右面パネル３３から左面パネル３２に向かって順に
、流入側空間Ｓ１、熱交換室Ｓ２及びファン室Ｓ３に区画される。即ち、熱交換室Ｓ２に
は、熱交換器である冷水コイル４及び温水コイル５が設けられ、ファン室Ｓ３には送風フ
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ァン７および仕切り部材６０が設けられている。
【００３１】
　第１仕切板１６には、図示を省略するが空気の流通口が形成され、この流通口をエアフ
ィルタ３と冷水コイル４とによって挟み込んでいる。このような構成により、流入口２０
と還気口２１とから流入側空間Ｓ１に流入した空気がエアフィルタ３を通過後に、第１仕
切板１６の流通口を通って冷水コイル４に流入することとなる。
【００３２】
　エアフィルタ３は、プレフィルタとメインフィルタとを有し、空気中の塵埃を二段階に
除去して空気を浄化する。
【００３３】
　冷水コイル４及び温水コイル５は、それぞれ水冷式の熱交換器によって構成されている
。そして、冷水コイル４には機外の熱源機から冷水が供給され、この冷水によって空気が
冷却される。一方、温水コイル５には機外の熱源機から温水が供給され、この温水によっ
て空気が加熱される。このようにして、エアフィルタ３を通過した空気は、冷水コイル４
を流れる冷水又は温水コイル５を流れる温水によって温度が調節され、加湿器６において
湿度が調節（加湿）される。
【００３４】
　第２仕切板１７は、概ね鉛直に土台３５から上面パネル３４にまで延びた板状部材であ
る。第２仕切板１７のうち、送風ファン７に対応する位置（即ち下部の右側）には、熱交
換室Ｓ２の空気がファン室Ｓ３へと通過する空気通過口１７ａが形成されている（図３参
照）。この空気通過口１７ａは、ネット状のファンガード１７ｂで覆われている。
【００３５】
　送風ファン７は、図２に示すように、空気通過口１７ａと対向した吸い込み面を有し、
ファン室Ｓ３における下部の右側に設けられている。したがって、送風ファンは、ファン
室において、水平方向に偏心させて配置される。送風ファン７は、例えば径方向外側に向
かって風を吹き出すプラグファンであって、その回転軸は、流入側空間Ｓ１、熱交換室Ｓ
２及びファン室Ｓ３の並び方向と平行に（ファン７の吸い込み面に垂直に）配置される。
したがって、送風ファン７は、熱交換室Ｓ２からの空気を空気通過口１７ａを介して取り
込み上方へと吹き出す。即ち、送風ファン７は、流入口２０と還気口２１とから流出口２
２への空気の流れを形成する。送風ファン７は、架台１２に固定されており、架台１２は
、積層ゴムやスプリング等の振動を吸収する振動吸収機構１４を介して土台３５に固定さ
れている。
【００３６】
　仕切り部材６０は、ファン室Ｓ３内において、ファン７の上方および側方に配置される
。したがって、ファン室Ｓ３において、ファン７から流出口２２に向かう通路が、送風フ
ァン７の吸い込み面に垂直に（ファン７の回転軸に沿って）配置された複数の通路に仕切
られる。
【００３７】
　以下、本実施形態の仕切り部材の構成を図４及び図５に基づいて説明する。
【００３８】
　仕切り部材６０は、図４及び図５に示すように、ファン室Ｓ３内において、左面パネル
３２と平行に配置された５枚の板部６１を有している。５枚の板部６１は、それぞれ、略
同一の厚さであって、左面パネル３２と平行に等間隔に配置される。５枚の板部６１は、
ファン７の上方に配置された上方部分６１ａと、ファン７の側方に配置された側方部分６
１ｂとを有している。
【００３９】
　５枚の板部６１は、上方部分６１ａの一端部は板部６２により接続され、上方部分６１
ａおよび側方部分６１ｂの他端部は板部６３により接続されている。５枚の板部６１の内
側に配置された３枚の板部６１の上方部分６１ａの下端部は、その先端に近づくにつれて
厚さが薄くなっている。したがって、ファン７から径方向外側に向かって吹き出された空
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気が、板部６１の上方部分６１ａの下端部において分岐しやすい。本実施形態では、仕切
り部材６０の５枚の板部６１、板部６２、板部６３は、それぞれ、シンセファイバやガラ
スウール等の消音材で形成される。
【００４０】
　空気調和機１では、ファン室Ｓ３内に仕切り部材６０が配置されることにより、ファン
室Ｓ３内において、ファン７から流出口２２に向かう通路が、左面パネル３２と平行に延
びた４つの通路に仕切られる。また、本実施形態では、仕切り部材６０が、ファン室Ｓ３
の内部空間の上端隅部および下端隅部の近くに配置されていることから、ファン７から流
出口２２に向かう空気が、ファン室Ｓ３の内部空間の隅部において渦を発生するのが抑制
され、流出口２２に向かう空気の流れが阻害されるのを防止できる。
【００４１】
[本実施形態の空気調和機の特徴]
　本実施形態の空気調和機１には以下の特徴がある。
【００４２】
　本実施形態の空気調和機１では、ファン７から空気流出口２２に向かう通路を複数の通
路に仕切る仕切り部材６０がファン室Ｓ３に配置されていることから、ファン７から吹き
出された空気が複数の通路のそれぞれに分岐し空気流出口２２に流れる。したがって、フ
ァン７から吹き出された空気流が整流されることから、ファン室Ｓ３内での圧力損失が低
減する。よって、ファン室Ｓ３での圧力損失が大きいことによりファン７の能力が低下す
るのを防止できる。
【００４３】
　本実施形態の空気調和機１では、ファン室Ｓ３に配置された仕切り部材６０が消音材で
形成されていることから、ファン７から吹き出された空気が空気流出口２２に流れるとき
の音を低減できる。
【００４４】
　本実施形態の空気調和機１では、流出口２２がファン室Ｓ３の上面に形成され、板部６
１の上方部分６１ａが、ファン７の上方に配置されることにより、ファン７と流出口２２
と間の距離が長いことから仕切り部材６０での整流効果が大きい。
【００４５】
　本実施形態の空気調和機１では、流出口２２がファン室Ｓ３の上面に形成され、板部６
１の側方部分６１ｂが、ファン７の側方に配置されることにより、空気を側方に吹き出す
ファン７から側方に吹き出された空気が仕切り部材６０によって整流されることから、仕
切り部材６０での整流効果が大きい。
【００４６】
　本実施形態の空気調和機１では、ファン室Ｓ３において、ファン７を水平方向に偏心さ
せて配置したことにより、ファン７の側方の空間が大きいことから、板部６１の側方部分
６１ｂの面積を大きくでき、より大きい整流効果が得られる。
【００４７】
（第２実施形態）
　第２実施形態の空気調和機について、図６及び図７に基づいて説明する。第２実施形態
の空気調和機が、第１実施形態の空気調和機と異なる点は、仕切り部材の構成である。そ
の他の構成は、第１実施形態の空気調和機と略同一であって、その詳細説明は省略する。
【００４８】
　第１実施形態では、ファン室Ｓ３内において、仕切り部材６０がファン７の上方及び側
方に配置されたのに対し、第２実施形態では、図６及び図７に示すように、ファン室Ｓ３
内において、仕切り部材１６０が、ファン７の上方に配置され、ファン７の側方に配置さ
れない。仕切り部材１６０は、５枚の板部１６１を有し、左面パネル３２と平行に等間隔
に配置される。この場合、ファン室Ｓ３のファン７の上方の空間において、ファン７から
流出口２２に向かう通路が、左面パネル３２と平行に延びた４つの通路に仕切られる。
【００４９】
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[本実施形態の空気調和機の特徴]
　本実施形態の空気調和機では、第１実施形態の空気調和機１と同様の効果が得られる。
【００５０】
（第３実施形態）
　第３実施形態の空気調和機について、図８に基づいて説明する。第３実施形態の空気調
和機が、第１実施形態の空気調和機と異なる点は、仕切り部材の構成である。その他の構
成は、第１実施形態の空気調和機と略同一であって、その詳細説明は省略する。
【００５１】
　第１実施形態では、ファン室Ｓ３内において、仕切り部材６０がファン７の上方及び側
方に配置され、ファン室Ｓ３のファン７の上方の空間において、ファン７から流出口２２
に向かう通路が、左面パネル３２と平行に延びた４つの通路に仕切られたのに対し、第３
実施形態では、図８に示すように、ファン室Ｓ３内において、仕切り部材２６０が、ファ
ン７の上方に配置され、ファン７の側方に配置されない。仕切り部材２６０は、５枚の板
部２６１を有し、左面パネル３２と垂直に等間隔に配置される。この場合、ファン室Ｓ３
のファン７の上方の空間において、ファン７から流出口２２に向かう通路が、左面パネル
３２と垂直に延びた４つの通路に仕切られる。
【００５２】
[本実施形態の空気調和機の特徴]
　本実施形態の空気調和機では、第１実施形態の空気調和機１と同様の効果が得られる。
【００５３】
（第４実施形態）
　第４実施形態の空気調和機について、図９に基づいて説明する。第３実施形態の空気調
和機が、第１実施形態の空気調和機と異なる点は、仕切り部材の構成である。その他の構
成は、第１実施形態の空気調和機と略同一であって、その詳細説明は省略する。
【００５４】
　第１実施形態では、ファン室Ｓ３内において、仕切り部材６０がファン７の上方及び側
方に配置されたのに対し、第４実施形態では、図９に示すように、ファン室Ｓ３内におい
て、仕切り部材３６０が、ファン７の上方に配置され、ファン７の側方に配置されない。
仕切り部材３６０は、４枚の板部３６１を有し、左面パネル３２と平行に等間隔に配置さ
れる。仕切り部材３６０では、４枚の板部３６１の内側に配置された２枚の板部の厚さが
、外側に配置された２枚の板部の厚さより厚い。この場合、ファン室Ｓ３のファン７の上
方の空間において、ファン７から流出口２２に向かう通路が、左面パネル３２と平行に延
びた３つの通路に仕切られる。
【００５５】
[本実施形態の空気調和機の特徴]
　本実施形態の空気調和機では、第１実施形態の空気調和機１と同様の効果が得られる。
【００５６】
（第５実施形態）
　第５実施形態の空気調和機について、図１０に基づいて説明する。第５実施形態の空気
調和機が、第１実施形態の空気調和機と異なる点は、仕切り部材の構成である。その他の
構成は、第１実施形態の空気調和機と略同一であって、その詳細説明は省略する。
【００５７】
　第１実施形態では、ファン室Ｓ３内において、仕切り部材６０がファン７の上方及び側
方に配置され、ファン室Ｓ３のファン７の上方の空間において、ファン７から流出口２２
に向かう通路が、左面パネル３２と平行に延びた４つの通路に仕切られたのに対し、第５
実施形態では、図１０に示すように、ファン室Ｓ３内において、仕切り部材４６０が、フ
ァン７の上方に配置され、ファン７の側方に配置されない。仕切り部材４６０は、４枚の
板部４６１を有し、左面パネル３２と垂直に等間隔に配置される。仕切り部材４６０では
、４枚の板部４６１の内側に配置された２枚の板部の厚さが、外側に配置された２枚の板
部の厚さより厚い。この場合、ファン室Ｓ３のファン７の上方の空間において、ファン７
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から流出口２２に向かう通路が、左面パネル３２と垂直に延びた３つの通路に仕切られる
。
【００５８】
[本実施形態の空気調和機の特徴]
　本実施形態の空気調和機では、第１実施形態の空気調和機１と同様の効果が得られる。
【００５９】
　第６実施形態の空気調和機について、図１１及び図１２に基づいて説明する。第６実施
形態の空気調和機が、第１実施形態の空気調和機と異なる点は、仕切り部材の構成である
。その他の構成は、第１実施形態の空気調和機と略同一であって、その詳細説明は省略す
る。
【００６０】
　仕切り部材５６０は、図１１及び図１２に示すように、ファン室Ｓ３内において、左面
パネル３２（ファン７の吸い込み面）と垂直に配置された５枚の板部５６１を有している
。５枚の板部５６１は、略同一の厚さであって、互いに平行に配置される。５枚の板部５
６１は、その一端部は板部６２により接続され、その他端部は板部６３により接続されて
いる。５枚の板部５６１の上下方向長さは、板部６３（左面パネル３２）に近づくにつれ
て長くなるように、板部５６１の下端は傾斜している。
【００６１】
　このように、仕切り部材５６０には、板部６３（左面パネル３２）に垂直に配置された
４つの通路５６４ａ、５６４ｂ、５６４ｃ、５６４ｄが形成される。４つの通路において
、最も正面側の通路５６４ａの幅（水平方向に沿った幅）が最も狭いと共に、背面側に近
づくにつれて、通路５６４ｂ、５６４ｃ、５６４ｄの幅が広くなる。
【００６２】
　５枚の板部５６１の下端部は、その先端に近づくにつれて厚さが薄くなり、その背面側
（ファン７の偏心方向反対）の端部が最も下方に配置される。したがって、ファン７から
吹き出された空気が、板部５６１の下端に対し、下方から上方に向かって流れた場合に、
板部５６１の下端部において分岐しやすい。本実施形態では、仕切り部材５６０の５枚の
板部５６１、板部６２、板部６３は、それぞれ、シンセファイバやガラスウール等の消音
材で形成される。
【００６３】
　本実施形態の空気調和機では、ファン室Ｓ３内に仕切り部材５６０が配置されることに
より、図１２（ｂ）に示すように、ファン室Ｓ３内において、ファン７から流出口２２に
向かう通路が、左面パネル３２に垂直であり、且つ、ファン７の吸い込み平面に垂直に（
ファン７の回転軸に沿って）配置された６つの通路５６４ａ、５６４ｂ、５６４ｃ、５６
４ｄ、５６５ａ、５６５ｂに仕切られる。６つの通路は、仕切り部材５６０の内部に形成
された４つの通路５６４ａ、５６４ｂ、５６４ｃ、５６４ｄと、仕切り部材５６０より正
面側に形成された１つの通路５６５ａと、仕切り部材５６０より背面側に形成された１つ
の通路５６５ｂとを含んでいる。６つの通路の幅（水平方向に沿った幅）は、正面側（フ
ァン７の偏心方向側）に配置された通路５６５ａが最も狭いと共に、背面側（ファン７の
偏心方向反対側）に近づくにつれて、通路の幅がしだいに広くなる。
【００６４】
　本実施形態では、ファン室内の６つの通路の幅が、ファン７の偏心方向反対側に近づく
につれて広く構成されることにより、ファン７の背面側において最も風量が大きい部分の
通路５６５ｂ、５６４ｄの幅が広くなっている。したがって、ファン室Ｓ３内において、
ファン７から流出口２２に向かう通路での圧力損失が均等化され、ファン室全体として圧
力損失を低減できる。また、仕切り部材５６０が、ファン室Ｓ３の内部空間の上端隅部の
近くに配置されていることから、ファン７から流出口２２に向かう空気が、ファン室Ｓ３
の内部空間の隅部において渦を発生するのが抑制され、流出口２２に向かう空気の流れが
阻害されるのを防止できる。
【００６５】



(10) JP 2017-138086 A 2017.8.10

10

20

30

40

50

 [本実施形態の空気調和機の特徴]
　本実施形態の空気調和機では、第１実施形態の空気調和機１と同様の効果が得られる。
【００６６】
　本実施形態の空気調和機では、ファン室内の等風速線は概ねファンの吸込み面に対し垂
直であり、それに沿って仕切り部材を配置することにより、ファンから側方に吹き出され
た空気が仕切り部材によって整流されることから、仕切り部材での整流効果が大きい。
【００６７】
　本実施形態の空気調和機では、複数の通路の幅が、水平方向について、ファン７の偏心
方向側から偏心方向反対側に近づくにつれて広く構成され、複数の通路をファンから空気
流出口に向かって流れる風量が均等化され、ファン室内での圧力損失を低減できる。
【００６８】
　以上、本発明の実施形態について図面に基づいて説明したが、具体的な構成は、これら
の実施形態に限定されるものでないと考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した
実施形態の説明だけではなく特許請求の範囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均
等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれる。
【００６９】
　上述の第１－第６実施形態では、仕切り部材６０の板部が消音材で形成された場合を説
明したが、消音材で形成されない板部で構成されてよい。仕切り部材が消音材で形成され
る場合、その消音材の材質は変更してよい。
【００７０】
　上述の第１実施形態では、ファン室Ｓ３内においてファン７の上方及び側方に仕切り部
材６０が配置され、上述の第２－第６実施形態では、ファン室Ｓ３内においてファン７の
上方に仕切り部材６０が配置された場合を説明したが、ファン室Ｓ３内においてファン７
の側方に仕切り部材が配置され、ファン７の上方に仕切り部材が配置されなくてよい。こ
の場合、ファン室Ｓ３のファン７の側方において、ファン７から流出口２２に向かう通路
が、左面パネル３２と平行に延びた複数の通路、または、左面パネル３２と垂直に伸びた
複数の通路に仕切られてよい。
【００７１】
　上述の第１－第６実施形態では、ファン室Ｓ３において、ファン７から流出口２２に向
かう通路が、左面パネル３２と平行に延びた複数の通路、または、左面パネル３２と垂直
に延びた複数の通路に仕切られた場合を説明したが、ファン室Ｓ３において、ファン７か
ら流出口２２に向かう通路が、左面パネル３２と平行に延びた複数の通路、または、左面
パネル３２と垂直に延びた複数の通路に限らず、複数の通路に仕切られた場合に本発明の
効果が得られる。本発明において、仕切り部材で仕切られた複数の通路の数、幅、長さ等
は変更してよい。
【００７２】
　上述の第１－第６実施形態では、流出口２２がファン室Ｓ３の上面に形成された場合を
説明したが、流出口２２は、ファン室Ｓ３の側面等に形成されてよい。
【００７３】
　上述の第１－第６実施形態では、ファン室Ｓ３において、ファン７を水平方向に偏心さ
せて配置した場合を説明したが、ファン室Ｓ３において、ファン７を水平方向の中央に配
置したものであってよい。
【００７４】
　上述の第１－第６実施形態では、仕切り部材の板部の下端部が先端に近づくにつれて厚
さが薄くなる場合を説明したが、仕切り部材の板部の下端部の厚さが他の部分の厚さと同
一であってよい。
【００７５】
１　空気調和機
２　ケーシング
４　冷水コイル（熱交換器）
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５　温水コイル（熱交換器）
７　送風ファン
２０　流入口（空気流入口）
２１　還気口（空気流入口）
２２　流出口（空気流出口）
６０、１６０，２６０、３６０、４６０、５６０　仕切り部材
Ｓ１　流入側空間
Ｓ２　熱交換室
Ｓ３　ファン室

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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